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Center for the Studies of Higher Education, Nagoya University 

講演要旨 
  

 わが国では、今次の中教審答申によって高大接

続問題もようやく大学 全入化の議論の俎上にの

ぼってきた。しかし他方、教育の振り子は、また新た

な方向へ向かって動きだしている気配もある。学力

低位層だけではなく、学力上位層への対応をどうす

るか。教育のアカウンタビリティをめぐる議論の有効

性はしだいに後退し、新たな視角からの教育の可

能性を追求するメッセージも最近は聞こえてくる。

今回の報告では、近年の大学全入化、学力低下

論とは少し違う観点から高大接続の問題をとりあげ

てみたい。具体的にはＡＰ（Advanced Placement）

プログラムに注目する。  

日時：2009年6月30日（火） 

         16時00分～ 

 

場所：名古屋大学 東山キャンパス 

 文系総合館７Ｆ  

 オープンホール 

 

お問い合わせ： 

         夏目 達也（内線5693) 

         info@cshe.nagoya-u.ac.jp 

荒井 克弘 氏 
大学入試センター・試験研究副統括官 

研究大学における 

高大接続の組織化 


